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校 長 中嶋 雅彦 

谷原の杜と共に育つ生徒 

 今年は、暑すぎる夏のあとに暖かな秋が続きました。12月になり、急に寒くなって足早に冬が

訪れたように感じます。本校でも、生徒の体調管理に気を付け、インフルエンザなどの感染症にも

気を配っているところです。 

 本年度も、11月 27日(火)より 13日間にわたり、8:00から整美委員会主催による「落ち葉清掃」

が始まりました。「谷原の杜はもちろん、学校敷地内やその周辺地域などを感謝の気持ちをもって

きれいにする」「整美委員や班長が中心となって、生徒自ら協力し、奉仕活動に取り組む心を養う」

という 2つの目標に向かい実施しています。校庭の南西部にある谷原の杜は、春は新緑、夏は木陰、

秋は紅葉、冬は北風が校舎に吹き付けるのを和らげてくれます。この谷原の杜の木々が、葉を落と

す頃、生徒は、そのことに感謝をしつつ、その落ち葉が、地域の迷惑とならぬようまた、校庭が安

全に使えるように清掃活動をしています。 

 落ち葉清掃期間中の 12月 8日(土)3校時には、「東京ユースボランティア谷原中学校クリーン運

動」が行われました。全校生徒が、近隣の通学路やまきば遊園、北原公園などの清掃活動を行いま

す。地域の皆様への感謝の気持ちを育むことはもちろん、ボランティアマインドの醸成を目指し、

オリンピック・パラリンピック教育の一環としても行っています。

この活動には、保護者の方も多数参加していただきました。子供た

ちと共に活動していただき、生徒の交通安全にも気を配っていただ

きました。これからも、保護者や地域の皆様のお力をお借りしなが

ら子供たちの心を育てていきます。保護者の皆様のご協力に心より

感謝いたします。 

 12月 25日には 2学期の終業式を行い、平成 30年も締めくくられることとなります。12月 26

日(水)より 1月 7日(月)までは、冬休みとなります。部活動や冬季の自習教室（ＹＷＳ）が 4日間

（12/26,27,28,1/7）行われるとはいえ、ご家庭や地域へと子供たちが活動の場を移します。子供た

ちを多くの大人の目で育てていきたいと考えております。学校アンケートなどの調査でも、「地域

との連携」における項目の肯定的な意見が低くなっています。生徒には、登下校時の通学路におけ

る安全指導において地域の方々とともに、譲り合い、助け合って行動していく心をさらに育ててい

きたいと考えています。 

 新年に向かい、子どもたちが新たな目標を掲げ、大きく成長するように、教職員は気持ちを新た

に、自己研鑽し、谷原中学校の教育の質を高めてまいります。保護者、地域の皆様には、今年も本

校生徒を温かく見守り、ご指導いただき心より感謝いたします。

谷原中だより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１２月】  【１月】 

日 曜 おもな予定  日 曜 おもな予定 

17 月 あいさつ運動(１年)  １ 火 『元日』 

18 火   ２ 水  

19 水   ３ 木 機械警備(終) 

20 木   ４ 金  

21 金 重点清掃  ５ 土  

22 土   ６ 日  

23 日 『天皇誕生日』  ７ 月 冬季休業日(終)、YWS     ◇成績一覧表審査 

24 月 『振替休日』  ８ 火 始業式                ◇諸会議 

25 火 終業式               ◇職員会議  ９ 水 専門委員会 

26 水 冬季休業日(始)、YWS  10 木 中央委員会 

27 木 YWS  11 金                 ◇Ｆ組学級部会 

28 金 YWS  
12 土 

第二土曜授業日、スキー移動教室保護者説明会 

◆生徒作品展(始) 29 土 機械警備(始)  

30 日   13 日  

31 月   14 月 『成人の日』 

先輩になるという心構え 
                                    第１学年主任 藤並邦治 

 ４月の入学式から８ヶ月あまり、日常の学校生活だけでなく運動会や文化発表会、臨海学校や校外学習等

の行事や部活動を通して少しずつ谷原中生として成長してきました。しかし、思うように勉強が進まず苦労

したり、友人関係で悩んだりしたこともありました。年度当初は「自分のことは自分でできるようになる」

ことを目指してきました。２学期は「より良い友達関係づくり」について考えました。２年生になると後輩

ができます。３学期は「先輩としてどう振る舞うか」について心構えをつくっていきましょう。 

最上級生になるという自覚 
                                    第２学年主任 前田健太 

 ２年生は夏休み以降３年生からバトンを受け継ぎ、委員会や部活動・学校行事などの中心となって谷原中

を支えきました。まだまだ先輩たちの踏襲で自分たちのカラーを出し切れないことや、試行錯誤で失敗する

こともあると思います。しかし、成功も失敗もその一つ一つが貴重な経験で、自分を成長させる原動力にな

ります。失敗を恐れず一歩一歩前へ進もうとする気持ちが最上級生になるという自覚につながります。３学

期は自分自身と正面から向き合い、立派な最上級生になるための準備期間としてください。 

進路実現に向けた決意 
                                    第３学年主任 安田育子 

 年が明けるといよいよ進路決定本番です。谷原中で培ってきたすべてを注ぎ込んでラストスパートをかけ

ましょう。辛いときやプレッシャーに押しつぶされそうになったら周囲の友達の顔を思い出してください。

皆同じ思いで頑張っています。最後まで互いに励まし支え合える関係を続けていきましょう。今できること

に全力で取り組み、自信をもって本番に臨むことが大切です。「自分の道は自分で切り開く」という強い決意

が夢の実現へと導いてくれます。 

おめでとうございます！ 

第10回 環境教育ポスターコンクール 銅賞 小野葵衣 

  ＜お詫び＞ 前号で「朝ご飯コンクール」の入賞についてお知らせしました。 
        銅賞 齋 藤 涼 葉 さんの記載漏れがありました。 
        関係の皆様にお詫びするとともに改めてお知らせいたします。 

今後の予定から 



 


